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バ
ウ
ハ
ウ
ス
や
近
代
写
真
、
ま
た
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ば
、
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
・
ラ
ー
ス
ロ
ー

（
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
語
読
み
の
ラ
ー
ス
ロ
ー
・
モ
ホ
リ
゠
ナ
ギ
）
と
い
う
芸
術
家
の
名
前
を
一
度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
だ
ろ
う
。
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
創
設
者
で
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
の
良
き
理
解
者
で
あ
っ
た
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
グ
ロ
ピ
ウ
ス
が
、
彼

を
「
レ
オ
ナ
ル
ド
的
」
だ
と
評
し
た
よ
う
に
、
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
は
二
十
世
紀
初
頭
の
ダ
ダ
や
構
成
主
義
の
前
衛
芸
術
運

動
の
一
員
と
し
て
、
ま
た
写
真
家
、
理
論
家
と
し
て
、
そ
し
て
機
械
技
術
に
よ
る
キ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
な
ど
超
領

域
的
な
そ
の
活
動
ぶ
り
か
ら
、
何
々
の
芸
術
家
と
い
う
こ
と
が
難
し
い
。
そ
の
生
涯
に
お
い
て
は
出
身
国
ハ
ン
ガ
リ
ー

か
ら
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
つ
い
で
ア
メ
リ
カ
へ
と
移
住
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
二
十
世
紀
の
芸
術
史

に
お
け
る
重
要
な
仕
事
を
残
し
て
い
る
。
晩
年
を
過
ご
し
た
シ
カ
ゴ
で
は
、
ニ
ュ
ー
・
バ
ウ
ハ
ウ
ス
、
つ
づ
く
ス
ク
ー

ル
・
オ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン
と
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
・
オ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン
の
学
長
と
し
て
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
現
代
芸
術

界
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
た
。
近
年
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
百
周
年
に
前
後
し
て
、
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
に
対
す
る
再
評
価
が
ま
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す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
、
新
た
な
研
究
論
文
や
彼
に
関
す
る
映
画
も
製
作
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
こ
の
越
境
の
芸
術
家
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
の
生
涯
に
つ
い
て
、
大
ま
か
に
た
ど
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
は
そ
の

前
に
、
し
ば
し
ば
誤
解
さ
れ
て
い
る
彼
の
名
前
に
つ
い
て
、
説
明
し
て
お
き
た
い
。

モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
前
は
日
本
と
同
じ
で
姓
・
名
の
順
で

呼
ば
れ
、
姓
は
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
で
あ
る
。
昭
和
の
は
じ
め
こ
ろ
の
新
興
写
真
運
動
に
お
い
て
、
彼
の
写
真
作
品
と
論
文
、

そ
し
て
〈
バ
ウ
ハ
ウ
ス
叢
書
〉
が
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
で
は
ド
イ
ツ
語
の
発
音
の
モ
ホ
リ
゠
ナ
ギ
の

名
前
で
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
モ
ホ
リ
゠
ナ
ギ
と
表
記
し
て
も
間
違
い
で
は
な
い
の
だ
が
、
近
年
で
は
出
生

国
の
発
音
に
近
い
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
好
ま
れ
る
。

し
か
し
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
と
い
う
名
前
は
出
生
時
の
も
の
と
は
違
い
、
ま
た
芸
術
家
が
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
用
い
る
の
と
も

異
な
る
。
そ
れ
は
ラ
ー
ス
ロ
ー
の
幼
少
期
か
ら
青
年
に
成
長
す
る
過
程
で
、
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
彼
の
親
し
い
友
人
は
、「
モ
ホ
イ
」、
あ
る
い
は
ラ
ー
ス
ロ
ー
の
愛
称
「
ラ
ツ
ィ
」
で
呼
ん
で
い
た
。
最
初
の

妻
ル
チ
ア
の
氏
名
は
、
ル
チ
ア
・
モ
ホ
イ
で
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
時
代

ラ
ー
ス
ロ
ー
は
、
一
八
九
五
年
七
月
二
十
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
ま
だ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
゠
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
帝
国
だ

っ
た
時
代
に
、
現
在
の
セ
ル
ビ
ア
と
の
国
境
に
近
い
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
南
部
の
小
村
バ
ー
チ
ボ
ル
シ
ョ
ー
ド
に
生
ま
れ
た
。

父
親
は
ラ
ー
ス
ロ
ー
が
二
歳
の
時
、
賭
け
事
に
失
敗
し
て
失
踪
し
た
こ
と
か
ら
、
兄
の
イ
ェ
ネ
ー
は
ド
イ
ツ
の
親
戚
に
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預
け
ら
れ
、
弟
の
ア
ー
コ
シ
ュ
と
ラ
ー
ス
ロ
ー
は
母
親
の
実
家
の
あ
る
モ
ホ
ル
村
に
移
住
し
た
。
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
の
姓

ナ
ジ
は
、
彼
の
後
見
人
と
な
っ
た
叔
父
の
姓
ナ
ジ
で
、
も
う
一
方
の
モ
ホ
イ
は
出
身
地
モ
ホ
ル
か
ら
と
ら
れ
、
ラ
ー
ス

ロ
ー
が
二
十
二
歳
の
時
、
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
の
青
年
時
代
は
激
動
の
時
代
だ
っ
た
。
一
九
一
三
年
、
彼
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ

ー
ン
ド
大
学
（
通
称
ブ
ダ
ペ
ス
ト
大
学
）
法
学
部
に
入
学
す
る
も
、
翌
年
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
は
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
同
盟
国
と
し
て
参
戦
。
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
も
入
隊
し
た
。
学
業
を
全
う
す
る
こ
と
が
か

な
わ
な
く
な
っ
た
一
方
で
、
こ
の
戦
場
で
の
経
験
か
ら
画
家
へ
の
道
を
志
す
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
は
戦
場
で
け
が
を
負

い
、
陸
軍
病
院
で
の
闘
病
生
活
の
間
、
軍
隊
で
支
給
さ
れ
た
葉
書
に
、
自
画
像
や
傷
つ
い
た
戦
友
、
病
院
の
様
子
な
ど

を
、
自
ら
の
生
を
記
録
す
る
か
の
よ
う
に
ス
ケ
ッ
チ
し
た
。
そ
れ
ら
の
葉
書
は
、
百
二
十
四
枚
を
数
え
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
は
同
盟
国
側
の
敗
北
で
終
わ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
゠
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
帝
国
の
崩
壊
を
導
い
た
。

一
九
一
八
年
十
月
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
民
主
主
義
革
命
と
、
つ
づ
く
一
九
一
九
年
の
社
会
主
義
革
命
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会

を
根
底
か
ら
変
え
る
大
事
件
で
あ
っ
た
。
戦
時
中
か
ら
反
戦
と
階
級
闘
争
を
標
榜
し
て
い
た
政
治
家
や
思
想
家
、
そ
し

て
文
学
者
や
芸
術
家
た
ち
の
多
く
は
、
こ
の
二
つ
の
革
命
に
身
を
投
じ
た
。
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
も
ま
た
一
九
一
九
年
革
命

に
よ
っ
て
誕
生
し
た
社
会
主
義
政
権
の
文
化
政
策
に
関
わ
り
を
持
ち
た
い
と
願
っ
て
い
た
が
、
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
自
身
は

地
主
の
出
身
と
い
う
い
わ
ば
支
配
階
級
で
あ
っ
た
た
め
に
、
革
命
政
権
へ
の
直
接
的
な
関
与
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
の
頃
、
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
は
画
家
へ
の
道
を
本
格
的
に
歩
み
だ
す
。
風
景
や
身
近
な
人
の
肖
像
な
ど
、
絵
画
の
題
材

は
様
々
だ
が
、
写
実
か
ら
徐
々
に
抽
象
的
な
形
態
が
現
れ
、
線
描
は
し
だ
い
に
躍
動
し
、
色
彩
は
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
強

め
る
。
ポ
ス
ト
印
象
主
義
や
表
現
主
義
、
そ
し
て
キ
ュ
ビ
ス
ム
の
技
法
へ
と
絵
画
の
歴
史
を
た
ど
る
よ
う
に
画
面
は
変



10

化
し
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
彼
が
ど
こ
で
誰
か
ら
絵
画
を
学
ん
だ
か
は
不
明
で
あ
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
研

究
者
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
パ
シ
ュ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
仮
に
絵
画
教
室
に
通
っ
た
と
す
れ
ば
ベ
レ
ー
ニ
・
ロ
ー
ベ
ル
ト

の
私
設
学
校
で
あ
ろ
う
、
と
。
ま
っ
た
く
の
独
学
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
も
の
の
、
ベ
レ
ー
ニ
や
ウ
ィ
ッ
ツ
・
ベ
ー
ラ
、

ボ
ル
ト
ニ
ク
・
シ
ャ
ー
ン
ド
ル
ほ
か
同
時
代
の
画
家
か
ら
の
影
響
は
、
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
の
作
品
に
も
確
実
に
表
れ
て
い

る
。革

命
政
権
の
文
化
政
策
は
、
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
の
画
家
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
を
後
押
し
し
た
。
教
育
人
民
委
員
代
理
の

ル
カ
ー
チ
・
ジ
ェ
ル
ジ
は
、
す
べ
て
の
文
化
遺
産
、
図
書
館
、
美
術
館
、
劇
場
な
ど
の
文
化
施
設
を
国
有
化
し
、
あ
わ

せ
て
国
内
の
現
代
美
術
家
の
作
品
を
買
い
上
げ
、
国
有
財
産
と
し
て
一
般
に
公
開
し
た
。
こ
の
時
、
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
の

ド
ロ
ー
イ
ン
グ
四
点
が
買
い
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
現
在
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。

モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
時
代
に
お
け
る
最
も
重
要
な
活
動
は
、
詩
人
の
カ
シ
ャ
ー
ク
・
ラ
ヨ
シ
ュ
率
い
る
行

動
主
義
芸
術
グ
ル
ー
プ
「
マ
（
Ｍ
Ａ
）」（「
今
日
」
と
い
う
意
味
）
と
の
関
係
で
あ
る
。
戦
中
か
ら
反
戦
運
動
を
行
っ

て
い
た
カ
シ
ャ
ー
ク
の
グ
ル
ー
プ
は
、
文
芸
雑
誌
『
マ
』
の
発
行
や
美
術
展
を
開
催
し
、
革
命
期
に
は
社
会
主
義
革
命

に
向
け
て
の
闘
争
活
動
を
行
っ
た
。
カ
シ
ャ
ー
ク
は
共
産
党
指
導
者
ク
ン
・
ベ
ー
ラ
を
支
持
し
て
い
た
が
、
ク
ン
や
ル

カ
ー
チ
か
ら
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
と
見
な
さ
れ
た
。
彼
ら
は
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
を
素
人
芸
と
み
な
し
評
価
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
カ
シ
ャ
ー
ク
は
「
マ
」
の
メ
ン
バ
ー
と
連
名
で
、
挑
発
的
な
チ
ラ
シ
を
印
刷
し
、

青
年
労
働
者
た
ち
に
「
革
命
家
た
ち
よ
！
　
わ
れ
わ
れ
の
新
し
い
芸
術
、
新
し
い
モ
ラ
ル
、
新
し
い
生
活
の
形
式
を

表
し
た
文
化
は
破
壊
さ
れ
な
い
」
と
呼
び
か
け
た
。
こ
の
チ
ラ
シ
の
声
明
文
に
は
「
マ
」
の
作
家
、
美
術
家
、
俳
優
た
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ち
に
混
じ
り
、
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
も
ま
た
美
術
家
と
し
て
署
名
し
て
い
る
。
そ
の
署
名
を
見
る
と
、
現
在
私
た
ち
が
知
る

M
oholy

で
は
な
く
、M

ohoj

の
綴
り
で
あ
っ
た
。
モ
ホ
ル
（M
ohol

）
村
出
身
を
示
す
語
尾
の
「
-y
」
は
貴
族
的
な

表
記
で
あ
る
た
め
、
青
年
労
働
者
と
し
て
の
立
場
を
示
す
べ
く
、「
-j
」（
イ
と
発
音
）
と
書
い
た
の
で
あ
る
。
美
術
史

家
の
な
か
に
は
、M

ohol

村
出
身
の
意
味
を
表
す
「
i
」
が
使
わ
れ
る
べ
き
だ
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
語
尾
が
「
-li
」

（
リ
）
の
「
モ
ホ
リ
」
と
発
音
す
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
本
人
は
「
モ
ホ
イ
」
と
発
音
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ

に
よ
っ
て
証
明
で
き
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
に
と
も
な
っ
て
誕
生
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
は
、
反
革
命
的
な
右
翼
急
進
派
に

よ
っ
て
わ
ず
か
百
三
十
三
日
に
し
て
社
会
主
義
政
権
が
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
ロ
シ
ア
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
成
果
を
み
る
こ
と
な
く
収
束
し
て
し
ま
う
。
国
内
は
革
命
前
の
体
制
へ
と
戻
り
、
フ
ァ
シ
ス
ト
独
裁
に
よ
る
左
派
陣

営
へ
の
弾
圧
が
強
ま
る
な
か
、
身
の
危
険
を
感
じ
た
カ
シ
ャ
ー
ク
と
「
マ
」
の
メ
ン
バ
ー
は
ウ
ィ
ー
ン
へ
と
逃
亡
し
た
。

モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
も
ま
た
、
ウ
ィ
ー
ン
経
由
で
ベ
ル
リ
ン
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
失
意
と
絶
望
の
な
か
、
ベ
ル
リ

ン
へ
の
移
住
が
、
結
果
的
に
彼
を
世
界
的
な
前
衛
芸
術
家
へ
と
成
長
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
二
〇
年
か
ら
二
二

年
ま
で
の
わ
ず
か
な
期
間
に
ベ
ル
リ
ン
を
拠
点
に
制
作
活
動
を
再
開
し
た
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
は
、
同
時
代
の
前
衛
芸
術
で

あ
る
ダ
ダ
イ
ズ
ム
、
そ
し
て
シ
ュ
プ
レ
マ
テ
ィ
ズ
ム
か
ら
構
成
主
義
へ
と
自
ら
の
作
風
を
確
立
し
つ
つ
、
生
涯
を
貫
く

重
要
な
芸
術
理
論
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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ベ
ル
リ
ン
時
代

一
九
二
〇
年
、
ウ
ィ
ー
ン
経
由
で
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
し
た
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
が
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
、

記
述
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
生
活
の
糧
は
ど
こ
か
ら
か
、
制
作
の
場
所
は
ど
こ
に
、
金
属
加
工
の
で
き
る
機
械
は

ど
の
よ
う
に
し
て
用
意
で
き
た
の
か
、
カ
メ
ラ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
手
に
入
れ
た
の
か
。
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
研
究
者
の
あ

い
だ
で
も
、
不
明
な
点
が
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
が
移
住
し
た
ド
イ
ツ
も
ま
た
第
一
次
世
界
大
戦
の

敗
北
か
ら
、
一
九
一
八
年
の
十
一
月
革
命
に
よ
っ
て
帝
国
が
崩
壊
し
た
の
ち
、
安
ら
ぎ
を
得
ら
れ
る
社
会
状
況
で
は
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
九
一
八
年
か
ら
一
九
年
に
か
け
て
ベ
ル
リ
ン
で
は
右
翼
と
左
翼
に
よ
る
市
街
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
革
命
の
指
導
者
カ
ー
ル
・
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
と
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
が
暗
殺
さ
れ
る
な
ど
不
穏
な
空
気

に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
。
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
も
戦
後
の
困
窮
し
た
生
活
の
な
か
、
外
国
か
ら
来
た
若
者
に
誰
が
気
を
留

め
た
で
あ
ろ
う
か
。

大
都
市
ベ
ル
リ
ン
で
目
に
す
る
大
規
模
な
工
場
や
鉄
道
、
そ
し
て
新
聞
や
雑
誌
、
広
告
な
ど
に
溢
れ
る
活
字
と
写
真

と
い
う
都
市
特
有
の
環
境
が
、
機
械
に
従
属
す
る
現
代
人
を
作
り
出
し
て
い
た
。
一
九
一
八
年
に
は
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヒ

ュ
ル
ゼ
ン
ベ
ッ
ク
が
ベ
ル
リ
ン
・
ダ
ダ
を
旗
揚
げ
し
、
共
産
党
に
接
近
し
て
い
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
グ
ロ
ス
と
ジ
ョ
ン
・

ハ
ー
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
、
そ
し
て
政
治
か
ら
は
距
離
を
お
い
た
ラ
ウ
ー
ル
・
ハ
ウ
ス
マ
ン
と
ハ
ン
ナ
・
ヘ
ー
ヒ
が
フ
ォ
ト

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
を
発
見
し
て
い
た
。
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
は
こ
の
ダ
ダ
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
の
解
体
と
再
構
築
の
方
法
に
加
え
、

機
械
部
品
や
ガ
ラ
ス
、
針
金
な
ど
を
木
片
に
接
着
し
構
成
す
る
こ
と
を
発
見
す
る
。
彼
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
時
代
の
表
現
主



13  　越境の芸術家

義
的
絵
画
か
ら
脱
し
、
イ
ー
ゼ
ル
絵
画
を
超
え
て
ダ
ダ
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
造
形
へ
と
す
す
む
。

こ
の
時
期
、
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
は
貪
欲
に
同
時
代
の
前
衛
芸
術
を
吸
収
し
、
新
し
い
芸
術
を
探
求
し
て
い
っ
た
。
ロ
シ

ア
の
前
衛
芸
術
シ
ュ
プ
レ
マ
テ
ィ
ズ
ム
や
構
成
主
義
の
情
報
は
ベ
ル
リ
ン
へ
も
伝
え
ら
れ
、
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
は
マ
レ
ー

ヴ
ィ
チ
、
リ
シ
ツ
キ
ー
、
ロ
ト
チ
ェ
ン
コ
、
タ
ト
リ
ン
の
芸
術
に
強
い
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
特
に
当
時
ベ
ル
リ

ン
に
滞
在
し
て
い
た
リ
シ
ツ
キ
ー
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
は
建
築
的
な
三
次
元
構
成
を
絵
画
画
面
に
取

り
入
れ
る
方
法
を
発
見
し
た
。
一
九
二
二
年
に
は
、
テ
オ
・
フ
ァ
ン
・
ド
ゥ
ー
ス
ブ
ル
フ
ほ
か
オ
ラ
ン
ダ
構
成
主
義
の

グ
ル
ー
プ
が
ヴ
ァ
イ
マ
ル
で
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
た
。
彼
ら
は
ダ
ダ
イ
ス
ト
と
と
も
に
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
国
際
構
成

主
義
‐
ダ
ダ
会
議
」
を
開
催
し
、
オ
ラ
ン
ダ
構
成
主
義
「
デ
・
ス
テ
イ
ル
」
を
広
め
て
い
た
。
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
は
こ
う

し
た
前
衛
芸
術
の
動
向
を
ウ
ィ
ー
ン
の
カ
シ
ャ
ー
ク
の
も
と
へ
伝
え
、
二
人
は
作
品
と
関
連
す
る
機
械
の
写
真
を
編
集

し
『
新
し
い
芸
術
家
の
書
』
を
ウ
ィ
ー
ン
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
版
と
ド
イ
ツ
語
版
で
出
版
す
る
。
こ
の
本
は
、
リ
シ
ツ

キ
ー
と
ア
ル
プ
に
よ
る
『
諸
芸
術
主
義
』
と
並
ん
で
、
二
十
世
紀
初
頭
の
前
衛
芸
術
運
動
の
潮
流
を
概
観
し
た
も
の
と

し
て
美
術
史
の
記
録
に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。

モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
の
制
作
の
勢
い
は
ま
す
ま
す
ス
ピ
ー
ド
を
増
し
て
い
っ
た
。
実
在
の
物
質
と
絵
画
的
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
の
複
合
は
、
や
が
て
光
と
い
う
非
物
質
を
造
形
の
要
素
と
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
へ
と
到
達
す
る
。
一
九
二
二
年
、
彼
の

生
涯
を
貫
く
「
光
の
造
形
」
理
論
は
一
つ
の
明
確
な
輪
郭
を
成
し
て
い
た
。
特
に
カ
メ
ラ
を
使
わ
な
い
写
真
「
フ
ォ
ト

グ
ラ
ム
」
の
発
明
は
、
マ
ン
・
レ
イ
や
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
シ
ャ
ー
ド
も
ほ
ぼ
同
時
期
に
制
作
し
て
い
る
が
、
モ
ホ
イ
゠

ナ
ジ
の
場
合
は
、
ほ
か
の
芸
術
家
の
作
品
と
異
な
る
。
彼
は
「
フ
ォ
ト
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
論
文
「
生
産
‐
再
生
産
」

の
な
か
で
、
そ
の
造
形
理
論
を
示
し
た
。
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
に
よ
れ
ば
、
写
真
術
は
カ
メ
ラ
を
用
い
て
被
写
体
を
撮
影
す
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る
さ
い
、「
カ
メ
ラ
の
背
面
に
設
置
し
た
シ
ル
バ
ー
ブ
ロ
マ
イ
ド
板
に
よ
っ
て
、
光
の
現
象
を
定
着
す
る
」。
し
か
し
、

「
鏡
や
レ
ン
ズ
装
置
に
よ
っ
て
形
成
し
た
光
の
現
象
（
光
の
戯
れ
の
瞬
間
）
を
感
知
し
、
固
定
す
る
た
め
の
写
真
（
臭

化
銀
）
板
の
感
光
性
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
。「
私
は
レ
ン
ズ
や
鏡
を
用
い
た
り
、
ま
た
光
を
水

や
油
、
酸
の
よ
う
な
流
動
体
、
水
晶
、
金
属
、
ガ
ラ
ス
、
薄
織
物
を
透
過
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
反
応
の
調
整
を
試
み

た
」
と
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
ム
の
手
法
を
よ
り
明
確
に
説
明
し
た
論
文
「
光
―
―
造
形
表
現
と
し
て
の
メ
デ
ィ
ア
」
を
発
表

す
る
。
こ
の
二
つ
の
論
文
か
ら
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
が
考
え
る
視
覚
と
造
形
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
読
み
取
れ
る
。
つ
ま
り
、
一

見
、
何
が
映
さ
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
黒
と
白
の
抽
象
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
光
の
現
象
を
感
光
板
の
上
に
直
接
投

影
し
た
結
果
生
じ
た
も
の
で
、
そ
れ
は
、
視
覚
芸
術
に
科
学
的
要
素
を
融
合
さ
せ
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
あ
ら
わ
れ

で
あ
る
。
前
者
の
論
文
は
オ
ラ
ン
ダ
構
成
主
義
の
雑
誌
『
デ
・
ス
テ
イ
ル
』
第
七
号
（
一
九
二
二
年
）
に
、
後
者
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
美
術
雑
誌
『
ブ
ル
ー
ム
』
第
四
巻
、
四
号
（
一
九
二
三
年
）
に
発
表
さ
れ
、
ド
イ
ツ
国
外
の
芸
術
家
た

ち
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
の
機
械
主
義
芸
術
は
、《
電
話
絵
画
》
に
よ
っ
て
よ
り
一
層
明
確
に
示
さ
れ
た
。《
電
話
絵

画
》
と
は
、
エ
ナ
メ
ル
工
場
に
電
話
を
通
じ
て
絵
画
の
制
作
を
依
頼
し
機
械
的
に
生
産
す
る
と
い
う
も
の
で
、
電
話
と

い
う
通
信
シ
ス
テ
ム
を
介
在
さ
せ
て
、
芸
術
家
の
手
か
ら
完
全
に
離
れ
さ
せ
る
制
作
方
法
は
、
今
日
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
・
ア
ー
ト
の
先
駆
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
は
、
技
術
上
の
機
械
化
が
創
造
の
危
機
を
招
く
わ
け

で
は
な
い
と
い
う
確
信
を
得
る
。
そ
し
て
彼
の
代
表
作
で
あ
る
《
光
・
空
間
・
調
節
器
》
の
輪
郭
が
形
づ
く
ら
れ
て

い
っ
た
の
も
こ
の
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
後
の
わ
ず
か
二
、
三
年
の
間
に
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
は
、

そ
の
後
の
創
作
活
動
の
基
礎
を
確
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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彼
に
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
ヘ
ル
ヴ
ァ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ル
デ
ン
の
デ
ア
・
シ
ュ
ト
ル
ム
画
廊
で
個
展
を
開
催
し
た
時
だ

っ
た
。
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
学
長
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
グ
ロ
ピ
ウ
ス
が
画
廊
を
訪
れ
、
機
械
技
術
時
代
の
新
し
い
風
を
バ
ウ
ハ
ウ

ス
に
吹
き
込
む
た
め
、
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
を
教
師
と
し
て
招
聘
し
た
。
一
九
一
九
年
に
絵
画
を
描
き
は
じ
め
て
か
ら
、
わ

ず
か
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

バ
ウ
ハ
ウ
ス
時
代

一
九
二
三
年
三
月
、
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
基
礎
課
程
を
指
導
し
て
い
た
ヨ
ハ
ネ
ス
・
イ
ッ
テ
ン
の
後
任

と
し
て
着
任
し
、
加
え
て
金
属
工
房
の
マ
イ
ス
タ
ー
と
な
っ
た
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
・
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
は
、
ワ
シ
リ
ー
・
カ

ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
や
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
ら
の
表
現
主
義
が
主
流
で
、
構
成
主
義
芸
術
を
快
く
思
う
者
ば
か
り
で
は
な
か

っ
た
。
二
十
七
歳
の
若
い
マ
イ
ス
タ
ー
は
複
製
技
術
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
芸
術
と
し
て
、
写
真
や
印
刷
物
の
タ
イ
ポ
グ

ラ
フ
ィ
に
取
り
組
み
、
現
代
芸
術
の
理
論
シ
リ
ー
ズ
〈
バ
ウ
ハ
ウ
ス
叢
書
〉
の
企
画
・
出
版
事
業
を
行
う
な
ど
、
バ
ウ

ハ
ウ
ス
の
な
か
で
彼
の
存
在
は
次
第
に
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
教
育
活
動
を
一
般
公
開
す
る
た
め
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
時
、
記
念
と
し
て
同
時
出
版
さ
れ
た

『
国
立
バ
ウ
ハ
ウ
ス
　
一
九
一
九
―
一
九
二
三
』
に
、
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
は
小
論
「
ニ
ュ
ー
・
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
（
デ
ィ
・

ノ
イ
エ
・
テ
ィ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
）」
を
発
表
し
、
印
刷
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
文
字
の
造
形
が
情
報
伝
達
に
お
い
て
極
め
て

重
要
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
。
こ
の
時
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
展
を
訪
れ
た
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
ヤ
ン
・
チ
ヒ
ョ
ル
ト
は
こ

の
理
論
に
感
銘
を
受
け
、
の
ち
に
彼
は
モ
ホ
イ
゠
ナ
ジ
の
概
念
を
理
論
化
し
た
『
ニ
ュ
ー
・
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
（
デ


